アジア地域におけるサプライチェーンについて by 佐藤 公俊 et al.
112－ 研究の視点
ɽ͸͡Ίʹ
　アジア地域の経済成長を背景に、多くの企業が生産ڌ点をアジアに展開し、集約化による効཰化が進
められてきた。また、2015 年には東南アジア諸国連合（ASEAN）に加盟する 10 カ国による ASEAN 経
済共同体が発足し、国ڥのนが取り෷われた域内での大規模な୯一市場においては、自動車産業をはじ
めとする生産分業等に伴うサプライチェーンの再構築が進められている。しかしながら、近年では、自
然災害をはじめ、政府機関や民間企業を対象にしたサイバーテロ、国家としての戦略の変化など、企業
はさまざまなリスクに直面している。例として、2011 年の東日本大震災やタイの大洪水、最近では中国・
天津のര発事ނなどが発生した際に、多くの企業は自然災害リスクに対してे分な備えができていなか
ったために、深刻なサプライチェーンのࠞཚをもたらしている。これらの事例から、サプライチェーン
の脆弱性が࿐ఄし、生産ڌ点の分ࢄ化によるリスク管理が企業においてڧく意識されるようになってい
る［1］。アジア地域での生産活動の拡大は、我が国からアジア地域への中間財の輸出増加をもたらすこと
から貿易活動においても我が国の重要なテーマであるといえる。集約と分ࢄのバランスを考えながら、
各企業にજΜでいるリスクがもたらす損ࣦを最খ限に཈え、ڙڅのੇ断からਝ速に回復できる機動性、
ॊ軟性およびレジリΤンスを備えたサプライチェーンマネジメントが求められているといえる［2］（図 1）。
　本稿では、まずアジア太平洋地域におけるサプライチェーンをؚめ経営工学分野に関しての研究をਪ
進する組織についてड़べ、その一つである As i a  Pa c ifi c  In d u s t r i a l  En g i n e e r i n g  a n d  Ma n a g e m e n t  So c i e t y
（APIEMS）について঺հを行う。さらに、本年度台湾において開催された APIEMS2016 会議において
取り上げられたテーマに関する概要を示し、今後重要視される項目についての検討を行う。
図 1　サプライチェーンと種々のリスク
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　APIEMS は、19 9 8年社ஂ法人（現 公ӹ社ஂ法人）日本経営工学会（J a p a n  In d u s t r i a l  Ma n a g e m e n t  
As s o c i a t i o n :  J IMA）が中心となって開催した、日中国際ワークシϣップ、及び日韓国際ワークシϣップ
の二つの流れが基ૅとなり、アジア地域における経営工学課題を検討する場として発展してきた。なお、
公ӹ社ஂ法人日本経営工学会は、昭和 25 年に日本工業経営学会として૑設され、昭和 49 年に現ࡏの日
本経営工学会に名শ変ߋ及び法人認可を受け、平成 23 年に公ӹ社ஂ法人の認可を受けている。歴代会
長にはトϤタ生産方ࣜを実ફの場において֬立したトϤタ自動車元෭社長の大野଱一ࢯも名を連ね、実
務家と研究者が交流を行い、サプライチェーンをはじめとする多くの経営課題を解ܾするための場とし
て存ࡏしている。
　近年では、各国において経営工学組織が設立されているが、国際的な視点からの問題解ܾを目ࢦし、
上ड़の 2 つのワークシϣップを統合して 19 9 9年に金୔において開催された会議より APIEMS がアジア
太平洋地域の経営工学分野における学術組織として֬立された。その後、ຖ年 1 回、経営工学・企業マ
ネジメント等をテーマとしてアジア太平洋地域において開催されており、現ࡏでは Au s t r a l i a、Ch i n a、
H o n g  K o n g、In d o n e s i a、J a p a n、Ma l a y s i a、Ph i l i p p i n e s、So u t h  K o r e a、Ta i w n、V i e t n a m  a n d  Th a i l a n d等こ
の地域における多くの研究者、実務家が集う会議となっている（表 1）。 
　現ࡏ、APIEMS 会長は、Na t i o n a l  Ta i wa n  U n i v e r s i t y  o f  Sc i e n c e  a n d  Te c h n o l o g y（Ta i wa n  Te c h .）Di s t i n -
g u i s h e d  Pr o f e s s o rの Be r n a r d  C. J i a n gࢯであるが、組織立ち上げの当時より、J IMA が深く関わってきた
ため、現ࡏ、総勢約 60 名の APIEMS 理事のうち J IMA理事をؚめ日本から 11 名が選出されている。ま
た、公ࣜの学術ࡶࢽとしては、In d u s t r i a l  En g i n e e r i n g  a n d  Ma n a g e m e n t  Sy s t e m s  （IEMS）ࢽが発行されてお
り、サプライチェーンマネジメントをؚめこの分野における༷々な理論と応用に関する成果がまとめら
れている。
2.2ɹ関࿈෼໺の研究૊৫にͭいて
　なお、経営工学分野においては APIEMS とは別に、経営工学国際連合（IFPR :  In t e r n a t i o n a l  Fo u n d a t i o n  
f o r  Pr o d u c t i o n  R e s e a r c h）が主催する第 1 回の経営工学国際会議が 19 71年にイギリス Bi r m i n g h a mにおい
て開催されており、2017 年 7 月には第 25 回会議がポーランドで開催される予定である。参考までにこ
れまで日本においては J IMAが中心となって、19 9 7年に東京、19 9 7年に大ࡕで 2 回開催している［3］。
　IFPR はԤभ、アジア、米国の 3 地域におけるΤリア運営体制をとっており、アジア地域においては
IFPR - APR（As i a  p a c ific  r e g i o n） 理事会が設置されている。本年度は、ࡢ年 12 月に開催され台湾（3 名）、
日本（5 名）、タイ（1 名）、中国（1 名）の出੮理事により、第 25 回 ICPR におけるオーガナイズドセ
ッシϣン Ma n u f a c t u r i n g  i n  As i a  Pa c ific  R e g i o nが企画され、今後の४備が進められることとなった。
　また、この他にも IE（In d u s t r i a l  En g i n e e r i n g）や O R（O p e r a t i o n s  R e s e a r c h）に関わる会議もいくつか
存ࡏし、例えば、中国・北京にて開催された国際会議（ICMO R 2016, In t e r n a t i o n a l  Co n f e r e n c e  o n  Ma n a g e -
m e n t  a n d  O p e r a t i o n s  R e s e a r c h）では、産業における意ࢥܾ定の諸問題に対して、それぞれの研究者の専
門分野からの解ܾのアプローチによる発表・議論がされている。この会議では、経済・経営および理工
系に෯広くわたる具体的分析と理論研究に取り組Ή研究者がアジア各国から集い、オーストラリア、デ
ンマーク、アメリカ、スϖインの著名な研究者らを基調講演者としてܴえ、関連テーマを議論する場と
なっている。サプライチェーンをはじめ、生産管理工程にも応用されるマルコフܾ定モデルの数学理論
としての基ૅ研究等についての議論も行われ、不֬実性理論の研究が中国国内で活発に取り組まれてい
ることがわかる。
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表 1：APIEMS 開催地［4］
19 9 9 :  2n d  APIEMS K a n a z a wa J a p a n
2000 :  3r d  APIEMS H o n g  K o n g Ch i n a
2002 :  4t h  APIEMS Ta i p e i Ta i wa n
2004 :  5t h  APIEMS G o l d  Co a s t Au s t r a l i a
2005 :  6t h  APIEMS Ma n i l a Ph i l i p p i n e s
2006 :  7t h  APIEMS Ba n g k o k Th a i l a n d
2007 :  8t h  APIEMS K a o h s i u n g Ta i wa n
2008 :  9 t h  APIEMS Ba l i In d o n e s i a
2009 :  10t h  APIEMS K i t a k y u s h u J a p a n
2010 :  11t h  APIEMS Ma l a c c a Ma l a y s i a
2011 :  12t h  APIEMS Be i j i n g Ch i n a
2012 :  13t h  APIEMS Ph u k e t Th a i l a n d
2013 :  14t h  APIEMS Ce b u Ph i l i p p i n e s
2014 :  15t h  APIEMS J e j u K o r e a
2015 :  16t h  APIEMS H o  Ch i  Mi n h  Ci t y V i e t n a m
2016 :  17t h  APIEMS Ta i p e i Ta i wa n
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本年度は 2016 年 12 月 7 日（水）から 10 日（౔）の 4 日間にわたり、Th e  17t h As i a  Pa c ific  In d u s t r i a l  En -
図 2　APIEMS 会長挨拶
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g i n e e r i n g  a n d  Ma n a g e m e n t  Sy s t e m s  c o n f e r e n c e  （APIEMS 2016） が台北（台湾）のH o wa r d  H o t e lで開催された。
本大会は 17 回目の開催となり、Th e  3r d Ea s t  As i a  Wo r k s h o p  o n  In d u s t r i a l  En g i n e e r i n g  （EAWIE 2016）と
2016 Ch i n e s e  In s t i t u t e  o f  In d u s t r i a l  En g i n e e r s  An n u a l  Co n f e r e n c eとの共同開催であった。投稿された論文数
525 本のうち、39 0本が࠾୒され、3 日間で 74 セッシϣンが開かれた（図 2）。
　大会初日（12/ 8）では、2 件の K e y n o t e  Sp e e c hが行われた。講演 1 として、Ch i - Mi n g  Ch a n gࢯ（Ar d e n t e c  
Co r p o r a t i o n）から「Tr e n d  o f  Se m i c o n d u c t o r  In d u st r y  a n d  IEM O p p o r t u n i t i e s」というタイトルで講演が行わ
れた。半導体産業におけるΤコシステムおよび Ar d e n t e c社の概要がৄࡉされた後、アジア各国におけ
る半導体サプライチェーンの動޲が示された。具体的な内容を以下にड़べる。
　トランプ政権誕生によるજࡏ的なリスクを考ྀしても、今後もҾきଓき半導体産業の成長と動޲の中
心はアジアにあるといえる。まず、日本、中国、韓国における半導体産業の現状をそれぞれड़べる。
　韓国は過去 10 年の間に、世界で最もڧ力な半導体製造業者であったが、近年は、中国政府による国
内での半導体産業ڧ化策の影響により韓国の立場は危ぶまれている。
　日本の家電市場は半導体業界にとって最大の市場であった。しかし、日本はスマートフΥン市場の動
޲を把握できなかったため、国内における半導体のਨ直ܕデバイスメーカー（IDM:  In t e g r a t e d  De v i c e  
Ma n u fa c t u r e r）は౗産や合併を余ّなくされた。一方で、2016 年 7 月のソフトバンクグループによるӳ
国の半導体設計大手 AR Mのങ収は日本の半導体業界にとって新たな時代をܴえたと予૝される。この
ため、日本の機器および原ࡐ料ڙڅ業者はҾきଓき半導体産業をݗҾしていくと考えられる。
　中国は現ࡏ、世界最大の半導体市場である。中国政府が 2015 年 5 月に発表した「中国製造 2025
（Ma d e - i n - Ch i n a  2025）」は半導体デバイスの自څ自足を長期目標とする計画であり、今後、世界の半導
体産業に対して影響を与えると予૝される。また、シンガポールやマレーシア、インド、ϕトナムにお
いても半導体産業は޷調であり（表 2）、こうした状況を踏まえ、半導体業界は東南アジア経済の持ଓ
的な成長の原動力になる可能性をൿめているといえる。
表 2　東南アジア各国の半導体産業における状況［5］
国名 現状
シンガポール w アジアの多༷な地域へのアクセスを可能とする物流໢と情報໢を備えた世界有数の国内企
業が存ࡏ
w アジアにおけるサプライチェーンの主要ϋブ
w 世界銀行は、2014 年の物流業੷ࢦ数に基づき、アジアݍにおける物流ϋブの中で第 1 Ґ
にランク෇けしている
マレーシア w 世界最大の半導体企業 10 社のうち 6 社が現地法人を設立
w 半導体組み立ておよびテスト事業の世界的な地Ґを઎める
w 世界の設備容量の 12ˋ 以上を઎める
w 半導体業界はマレーシアの電ؾ・電子（E& E）輸出において40ˋ 以上を઎める最大の業
界である
インド w インドの半導体業界は 2013 年～2020 年にかけて CAG R（年平均成長཰） 26.72ˋ の成長が
見ࠐまれている
w 特に、インドの半導体デβイン市場は、2015 年～2020 年にかけて 29 .4ˋ の CAG R増加が
見ࠐまれている
ϕトナム w ϕトナムの半導体産業は 2014 年～2019 年に CAG R 14.3ˋの成長が見ࠐまれ、勢いが増し
ている
　ଓいて講演 2 として、Ta k a s h i  O y a b uࢯ（K o k u s a i  Bu s i n e s s  G a k u i n  Co l l e g e）から「H e a l t h  Ca r e  b y  Wa l k -
i n g  i n  a n  Ag i n g  So c i e t y  a n d  En c o u r a g e m e n t  f o r  To u r i s m」というタイトルで講演が行われた。ここでは、
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ICT 機器を用いてイϊϕーシϣンをىこすことで、地方のコミュニティを活性化し、健߁長णをキーと
した体ݧܕの観光をଅ進することでインバンドに取り組Ήことを目的とした事例がड़べられた。また、
大会 3 日目（12/ 10）にもK e y n o t e  Sp e e c hが行われ、Fu g e e  Ts u n gࢯ（H o n g  K o n g  U n i v e r s i t y  o f  Sc i e n c e  &  
Te c h n o l o g y）から「In d u s t r i a l  En g i n e e r i n g  Fa c e s  t h e  Ch a l l e n g e s  o f  Bi g  Da t a、Li t t l e  Da t a、a n d  De s i g n  Th i n k -
i n g」というタイトルで講演があった。ここでは、ビッグデータの統計的プロセス制ޚやビッグデータ
を用いた設備管理・保全のためのモデリングに関わる課題の঺հや 3D プリントによるখロット生産の
現状と課題についてड़べられた。近年٭光をཋびている Io T （Int e r n e t  o f  Th i n g s）に関わる内容であり、
今後のサプライチェーン構築・運営上も重要なテーマであるといえる。
　その他に、St u d e n t  p a p e r  c o m p e t i t i o nの他、始めて Be s t  p r a c t i c e  p a p e r  c o m p e t i t i o nが設けられ、それぞれ
について 6 本（計 12 本）の論文が表জされた。
　来年度は 2017 年 12 月 3 日（日）から 6 日（水）の日程で、インドネシア（ジϣグジャカルタ）の
H y a t t  R e g e n c y  Y o g y a k a r t aにて開催の予定となっており、アジア地域からの新たな研究成果の報告と意見
交換が期待される。
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　本稿では、まずアジア太平洋地域におけるサプライチェーンの構築・運営をؚめ、経営工学分野に関
しての研究をਪ進する組織・会議を঺հし、その一つである As i a  Pa c ific  In d u s t r i a l  En g i n e e r i n g  a n d  Ma n -
a g e m e n t  So c i e t y（APIEMS）に関する沿ֵおよび関連する組織の現状についてઆ明を行った。さらにࡢ年、
台湾において開催された APIEMS2016 会議において議論されたアジアにおけるサプライチェーンに関
する現状の概要を示し、この分野の研究において注目すべきいくつかの項目について示した。今後はさ
らに現場における現状把握を進め、より一ൠ的モデルの提案とその最適化への取り組みが期待される。
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